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～あなたの担当事業に人権学習を～～あなたの担当事業に人権学習を～
第Ⅰ章で紹介したように、自然体験活動、環境学習、交流活動などの様々な活動が人

権学習につながります。これらの活動を、実施している担当事業のプログラムに積極的
に取り入れましょう。
第Ⅱ章ではその参考になるための、１こま全体が人権問題を取り上げた人権学習プロ

グラム例と、１こまの一部が人権学習のアクティビティ、そしてそのまま使えるワーク
シートを紹介します。
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あなたの青少年教育事業に人権学習を

　公民館などで行われている、よりよい人
間関係の在り方を学び、自分たちを取り巻
く自然や社会についての理解を深めること
をねらいとした小学生対象の青少年教育事
業の計画例です。
○　１こま全体が人権学習       
　８、９回目　「高齢者」（P6～9）
○　１こまの一部が人権学習
　２回目「障害者、高齢者」（P12,13）
　３回目「インターネットによる人権侵害」（P14～16）
　４回目「生命を尊重する心」（P10）
　６回目「他人を思いやる心」（P11）
　　　　「人権を尊重する意識」
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　高齢者と一緒に活動することをとおして、
高齢者のもっている豊かな人生経験にもとづ
く知識や技術に気づきます。

活動をふりかえります。

活動をふりかえります。
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自分の言葉で感謝の気持ちを伝えます。
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自分の言葉で感謝の気持ちを伝えましょう。
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サウンドマップ用紙（以下マップ）

コマ地図を使って
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①　障害者のための国際シンボルマーク：障害のある人々が利用できる建築物や施設であること
を示す世界共通のマーク。

②　視覚障害者のための国際シンボルマーク：視覚障害者の安全やバリアフリーに考慮された建
物、機器などにつけられているマーク。

③　耳マーク：聞こえが不自由なことを表す、国内で使用されているマーク。
④　ほじょ犬マーク：身体障害者補助犬同伴の啓発のためのマーク。
⑤　オストメイトマーク：人工肛門・人工膀胱を造設している人（オストメイト）のためのトイ

レ設備があることを表しているマーク。
⑥　マタニティマーク：公共機関等で周囲が妊産婦への配慮を示しやすくする推進マーク。
⑦　優先席マーク：公共交通機関内での障害者、高齢者、産婦等の優先席のマーク。JR東日本

ほか一部の鉄道事業者等において採用されているマーク。
⑧　身体障害者標識：肢体不自由である人が運転している車であることを表すマーク。
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　学習プログラムを構成するひとまとまりの学習活動のことです。統一されたコンセ
プト（概念・考え方）の基に、いくつかのアクティビティが組み合わされて参加体験
型の学習プログラムがつくられます。

　参加者を主体とし、体験的な活動などを取り入れた学習手法
です。参加者が積極的に他者の意見や発想から、気づき、学び
合い、最後にふりかえりをするという学習過程から得られる自
らの学びを大切にします。
※　平成９年度から県教育委員会事務局生涯学習課で作成している「人権に関する
　社会教育指導資料」では、参加体験型学習をワークショップと呼んでいます。
　ワークショップのプログラムは、アイスブレーキングと中心となる活動、ふり
かえりの３つで構成されます。

　ワークショップを進行する人をファシリテーターと呼ん
でいます。全体の進行を務めるとともに、参加者の主体性
を尊重しながら学習活動や互いのコミュニケーションが円
滑に進むように、様々な方法で働きかけたり促したりしま
す。

ワークショップの３つの構成要素とそれを貫くコンセプト
（◯は、一つ一つのアクティビティを示しています。）

アイスブレーキング
（学習の雰囲気づくり）

໐　学習者と学習支援者、学習者同士の交流
やコミュニケーションを図る活動

໐　学習テーマに対する下地づくり活動

໐　気づきや見直しを与える活動
໐　学習を深めたり、広めたりする活動
໐　学びのわかちあい、共有化を図る活動 等

໐　学習者自身の感想や学習者相互のわかちあい
を基にした行動化への意欲付けをする活動

中 心 と な る 活 動

ふ り か え り


